
（平成１３年度末現在）

①展示物開発 ③新しいロボット競技
開発

④科学技術・理科教育
用デジタル教材開発

①科学館マルチメディ
ア整備モデル事業

②科学館等活動支援
事業

　　　　　　事 業 名 称

事業のポイント

新しい展示手法、実験
ショー開発のためアイ
ディアコンテストを開
催。
優秀展示物は試作し、
科学館に巡回展示。ア
イディアのレポートや
実験ショーのビデオを
科学館等に配布。

青少年が科学館や家庭
のパソコンで利用可能
な科学コンテンツをイ
ンターネットやCD-ROM
で提供。
青少年の科学的な疑問
に答えるＱＡデータ
と、青少年が質問を直
接書き込み、ボラン
ティアがナビゲートす
るサイエンスＱＡ広場
を提供した。

科学技術に関する話題
や情報、また、それに
携わる人々についての
映像コンテンツを制作
し放送する。

青少年が容易に組立、
プログラムし、競技を
行えるロボットキット
と競技ルールを開発・
普及する。

教育現場におけるデジ
タル教材のニーズを踏
まえ、普通教室におけ
る一斉事業での活用を
想定し、研究機関及び
大学の研究開発成果に
基づく科学技術・理科
教育用デジタル教材を
開発するとともに、最
先端のIT環境を活用し
て学校現場に提供する
ための手法やサポート
体制等を整備してい
く。

科学館のマルチメディ
ア活用を促進するた
め、モデル科学館を選
定し、インターネッ
ト、コンピュータ、テ
レビ会議等のマルチメ
ディア利用環境、及び
コンテンツの整備を行
う。

科学館等が地域の学校
と連携して、科学技
術・理科教育を推進し
ていくことに対して、
備品や教材等を支援。
科学館等からの企画提
案形式により、支援す
る企画（科学館・学
校）を決定。

草の根的に開催されて
いる科学実験・科学工
作教室の開催を支援す
る。

研究者等により草の根
的に開催されているロ
ボット競技の開発や競
技会の開催を支援す
る。

主な事業の対象

     【科学館】
一般公募により独創的
なアイディアを募集。
応募は、科学館員、中
高教員が中心。一般、
大学教員の応募もあ
る。優秀展示物は、全
国の科学館を巡回。

    【学校や家庭】
科学館独自では整備し
にくいマルチメディア
コンテンツをＪＳＴが
開発し、学校や家庭に
直接提供。

    【お茶の間】
平成１２年１０月から
スカイパーフェクＴＶ
の開始で視聴可能世帯
が大幅に増加。
ケーブルテレビによる
配信も継続。平成１４
年度からは、ＣＳ１１
０度放送、インター
ネットブロードバンド
もスタート。

    【科学館】
ロボフェスタの公認競
技を、科学館で実施す
ることが可能となっ
た。
青少年が親しみやす
く、ロボフェスタの推
進に貢献した。

【小・中・高等学校
等】
最先端のIT環境を活用
して、全国４４，００
０校の小・中・高等学
校へ提供していく。

   【拠点科学館】
最新のマルチメディア
を活用した事業展開が
可能になった。

 【科学館や小中学
校】
支援のための備品や教
材を購入・作製して科
学館等に提供。

 　【草の根活動】
１回５０万円を上限と
して支援。
財政基盤の弱いＰＴＡ
や子供会、実験サーク
ル等による科学実験・
工作教室の開催。

    【草の根活動】
１団体５００万円を上
限として支援。
研究者等が理解増進活
動を行う上でのハード
ルの低下。

成果、実績

６回のコンテストを開
催し、30件の展示物を
試作。
691件のアイディアを
収集し、131件を入
賞、36件を表彰した。
展示物は、全国48館を
巡回し、2,614,047人
が鑑賞。実験ショー
は、ビデオ化し科学館
95館に配布するととも
に、サイエンス・チャ
ンネルで放映。

CD-ROMコンテンツ9
件、インターネットコ
ンテンツ４４件、マル
チメディアコンテンツ
23件を開発し、提供。
ＱＡデータ2,000件整
備。
質問６２０件。
回答ボランティア５０
人。

これまで１５００本以
上のコンテンツを制
作。コンテンツは複数
メディアでの普及を実
施した結果、現在では
約９００万世帯が視聴
可能である。
コンテンツ及びその概
要をインターネット上
で公開。

虫型ロボット、動作プ
ログラム、競技台、競
技ルールを開発。ロボ
フェスタの公認競技。
プレ大会、科学館等で
普及活動を実施。競技
参加者2,820人。指導
者205人を養成。

科学技術・理科教育用
デジタル教材の教育現
場でのニーズを調査
し、ニーズの高い分野
についての５種のプロ
トタイプコンテンツを
開発した。開発したコ
ンテンツを用いて、デ
モ授業を行い、その評
価結果を踏まえ、２５
のコンテンツを開発し
た。また、教育現場へ
デジタル教材を提供し
ていくための手法につ
いて調査・研究を行っ
た。

全国９館にパソコン等
マルチメディア機器、
参加体験型コンテンツ
等を整備。

平成１３年度からの新
規事業。
第１次企画として４件
を選定。９館、約３０
校に対する支援を行
う。
第２次企画として１８
件を選定。３４館、約
１００校に対し支援。
また、科学館や学校か
らのアイディアに基づ
く教材開発を実施し、
平成13年度は２１件の
開発とフィールドテス
トを実施。

実験教室389件支援。
参加者総数528,769
人。

１８団体支援。
競技会７９回開催。
平成１３年度は、ロボ
フェスタ２００１（関
西、神奈川）の公認競
技も支援。

事業の効果

・研究者や一般の者へ
の展示物や実験ショー
を発表する機会を提
供。

・利用科学館７０館。
・学校貸し出し２５
回。
・インターネットアク
セス数506,507回。
・ボランティアの育
成。
・青少年の疑問に対す
る直接的ナビゲートの
モデルを形成。

番組視聴後の子供の変
化として「番組に関連
した質問をする」、
「親子で科学技術の話
をするようになった」
などの行動が現れてお
り、「科学技術に対す
る関心を高めた」とす
る評価を得ている。

ものづくりを通じた青
少年への直接的な理解
増進。

デジタル教材を全国の
小・中・高等学校等の
教育現場に提供するこ
とにより、児童生徒の
科学技術・理科に対す
る関心と志向を喚起
し、学習意欲の向上に
寄与するものである。

・テレビ会議システム
による共同イベント
や、連絡会議の開催１
１件。
・マルチメディア機器
を活用した（「いきも
の調査」イベント、セ
ミマップ2001等）イベ
ント開催。

１４年度から始まる
小・中学校の週休２日
制に伴う理科教育時間
の減少に対応し、機器
等を使用した科学館の
出張教室等の開催によ
り、休日の科学館の活
用等を誘導。

青少年の科学体験機会
の増大。
草の根科学技術理解増
進活動の振興。

・青少年の科学体験機
会の増大。
・草の根ロボット活動
の振興。

サイエンス展示・実験
ショーアイディアコン
テスト

虫型ロボット競技会 草の根実験教室支援 草の根ロボット支援       科学番組
（サイエンス・チャン
ネル）

バーチャル科学館 ＩＴ科学技術学習支援
事業

２．理　解　増　進　活　動　の　支　援

科学館等活動支援事業

③草の根活動支援

科学館マルチメディア
整備モデル事業

②コンテンツ開発

１．手　法　・　素　材　の　開　発　と　普　及

 表１　科学技術理解増進事業の概要

事　業　分　類



　　　　　　事 業 名 称

事業のポイント

主な事業の対象

成果、実績

事業の効果

事　業　分　類 ④ロボット創造国際競
技大会への支援

⑤サイエンス・レン
ジャー事業

２００１年に開催する
ロボフェスタ（ロボッ
ト競技、展示、フォー
ラムで構成される国際
イベント）の企画、国
際フォーラムの支援を
行う。

科学実験・工作名人ボ
ランティアによる実
験・工作教室の開催を
支援。

ＪＳＴが登録している
サイエンス・レン
ジャーに対して、実験
等の安全性、児童生徒
の好奇心の起こさせ
方、機材等の使用方
法、実験等のシナリオ
の作り方等の研修を行
うことにより、個々の
能力の向上を目指す。

全国科学館連携協議会
を活用して、科学館等
職員の研修会を開催。
平成１３年度からは、
未来館で開催。

理科担当教諭に対し、
最新の科学技術につい
ての情報を伝えるとと
もに、生徒の好奇心と
探求心をより喚起でき
る授業を行えるように
研修会を行う。

ＡＰＥＣにおける科学
技術理解増進分野の国
際会議での情報交換。
１９９７．８東京で開
催。

１９９９年小渕－クリ
ントン会談においてと
りあげられた「科学技
術の理解増進」分野の
協力課題を議論する国
際会議。

科学技術ジャーナリス
トや研究者、企業の広
報担当者等が多数集ま
り科学技術ジャーナリ
ズムについて議論を行
う。

日本化学会、天文学会
等が主催する青少年向
けのイベントを連携し
て実施。

　  【中央委員会】
ＪＳＴの支援により、
研究者主体の中央委員
会による国際大会の企
画を実現できた。

　　【ＰＴＡ等】
実験工作教室指導者の
紹介。
実験工作教室の経費負
担。
青少年の科学体験。
実験工作教室開催ノウ
ハウの学習。

【サイエンス・レン
ジャー】
６０歳以下のサイエン
ス・レンジャー個人。

　　【科学館職員】
一般に科学館は、少人
数で職員の異動も多
く、個々の館での人材
養成には限界がある。
研修を通じて科学館ど
おしの人材交流も促
進。

     【教員研修】
各都道府県教育委員会
より推薦を受けた理科
担当教諭１人づつ。
研修を通じて担当教諭
どおしの人材交流を促
進。

　  【国際交流】
ＡＰＥＣ諸国及び日本
の科学技術理解増進活
動機関との交流。

　　【国際交流】
米国及び日本の科学技
術理解増進活動機関と
の交流。

　　【国際交流】
科学技術ジャーナリス
ト
研究者
広報担当者
一般

　　【学協会連携】
社団法人日本化学会
日本化学会化学教育協
議会

中央委員会の活動支援
（総会、常任理事会、
企画専門部会、技術専
門部会、広報専門部
会、国際専門部会）を
行ない、ロボフェスタ
関西、ロボフェスタ神
奈川が開催された。

サイエンス・レン
ジャー１７２人確保
（H12末）。
実験工作教室579回開
催。59,734人参加。

夏休みの期間を利用し
て、３泊４日の研修を
２５人に対して実施。

科学館職員研修を６回
開催１８８人参加。

平成１４年１月に２泊
３日の研修を４８人の
参加で実施。
第２回は、平成１４年
１０月開催の予定。

外国人２２人、日本人
１１２人参加。
オープン。
会場：ダイヤモンドホ
テル（東京）。

第１回会合を2000年11
月東京で開催。
理解増進活動、科学館
のネットワーク、展示
物の共同開発、人材交
流等について報告。
日本はＭＥＸＴ、米国
はＮＳＦが協力可能な
プログラムを紹介。日
米合計で３５人が参
加。クローズド。

のべ287人の一般参加
者。外国人16人参加。
運営委員や招聘者を合
わせるとのべ336人参
加。
会場：日本科学未来
館。
オープン。

夢・わくわく化学展
2001に協賛。
（2001年8月16日－21
日）
入場者数24,000人。

ロボフェスタを通じ
て、国民の科学技術へ
の興味・関心の喚起。
研究者による理解増進
活動の実践。

青少年等への直接的理
解増進。
実験工作メニューの開
発普及。
実験工作教室の普及。

アンケートでは、機材
等の使用方法、児童生
徒に対する演示への導
入（つかみ方）等につ
いて、非常に有益な研
修だったとの感想を得
ている。

・科学館職員の啓蒙普
及につながる。
・科学館職員の人材育
成。

・理科担当教諭の人材
育成並びに人材交流の
促進。

国際的な意見交換。事
例発表。

日米協力案件として、
科学番組の共同制作に
関するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、科学
館専門家会合、若手研
究者による研究発表方
法のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、人材交
流、科学館職員、研究
者、教員が共同で教材
を開発する「ﾊﾝｽﾞｵﾝ活
動ｾﾝﾀｰ」の設立を提
案。

科学技術ジャーナリズ
ムの重要性の喚起。科
学技術ジャーナリスト
等の交流。科学技術
ジャーナリストの育
成。

企画から会場運営まで
大学の化学系教授、高
校化学教諭、学会事務
局の手弁当、ボラン
ティアでの取り組み。
若者から一般の人々が
化学の不思議さや面白
さに触れることによ
り、生活の中での化学
の役割や大切さを知っ
てもらう。

ロボフェスタ 科学館職員研修 教員研修

２．理解増進活動の支援

ＡＰＥＣ科学技術理解
増進活動に関するシン
ポジウム

日米科学技術理解増進
専門家会合

サイエンス・レン
ジャー事業

国際科学技術ジャーナ
リスト会議

学会等との協力

①人材育成 ②交流・連携（人材交流・国際交流）

サイエンス・レン
ジャー研修

３．理　解　増　進　活　動　の　基　盤　整　備



　　　　　　事 業 名 称

事業のポイント

主な事業の対象

成果、実績

事業の効果

事　業　分　類 ①ＪＳＴ科学技術講話 ②サイエンス・ワン
ダー・ワールド

③サイエンスキャンプ

最先端の研究者による
一般国民への講話。講
話に先立ち、新鋭音楽
家による音楽演奏があ
る。

科学技術週間の最終日
に青少年を対象とした
大規模科学実験ショー
を開催。

試験研究機関におい
て、高校・高等専門学
校生が夏休みに２泊３
日の科学技術体験プロ
グラムを実施。教師対
象も試行。

最先端の科学技術に関する情報発信のための科学館。
2001.7.10開館
東京お台場地区にある。
館長として宇宙飛行士の毛利衛氏が就任。

　　　【一般】
科学技術に関心を持つ
一般の方々が生で研究
者に触れる機会。

　　【小中学生】
応募すれば参加券がも
らえる。定員４００
人。

　　  【高校生】
全国の高校に応募ポス
ターを配布。作文を添
えて応募。受け入れ試
験研究機関が審査。

                       【小中学生～一般】
地球環境とフロンティア、技術革新と未来、情報科学技術と社会、生命
の科学と人間の展示の他、実験工房、ドームシアター、みらいＣＡＮ
ホール、イノベーションホールを併設。

１１回開催。
2,143人参加。

５回開催。
1,453人参加。

のべ112試験研究機関
で開催。
1,336人の高校・高等
専門学校生が参加。
（教師対象は、7試験
研究機関、62人参加）

・開館記念展「ユニバソロジの世界」（開期2001.7.18～9.2）及び企画
展 「ロボット・ミーム展」（開期2001.12.1～2002.2.11）の　制作・開
催を実施した。→現在、巡回展に移行（又は実施協議中）。
・平成１３年７月～平成１４年３月の活動実績
　イベント・セミナーの開催　30項目のべ312日
　入館者数　約43万人（団体入館数 1,879団体）
　　（注）2002.5.12　入館者50万人を達成
　友の会会員数　15,358人
　ボランティア登録数　420人
　実験教室（実験工房）　のべ168回　参加者数 1,273人
　学会等による会議等の開催数　152回（利用者数 19,469人）
・研究施設の利用状況（平成１３年１２月現在）
　ＪＳＴ創造科学技術推進事業等 3研究プロジェクト（合計 6研究　グ
ループ）

研究者による一般国民
への直接的な理解増進
を実現。
国民へのアカウンタビ
リティ機会の提供。

科学技術週間を盛り上
げ、研究機関等での実
施イベントの効果を高
める相乗効果を期待。
青少年への直接的理解
増進にも貢献。

高校・高等専門学校
生、教員に対する理解
増進。
研究者による一般国民
への直接の理解増進。
国民へのアカウンタビ
リティ機会の提供。

・最先端の科学技術に関する展示手法等の開発・実施・普及
　最先端の科学技術を身近に感じ体験できる展示手法や学習体験手法を
先駆的に開発し、科学技術情報発信拠点の日本科学未来館において実施
するとともに、全国の科学館等の連携センターとして開発した展示物等
の成果を巡回展等により普及。
・日本科学未来館の運営、科学技術と社会との交流（双方向のコミュニ
ケーションの充実）の推進
　「科学技術活動と社会との関係を探り、語り合う場」とのコンセプト
に基づき、日本科学未来館を運営し、科学技術に関する情報発信と交流
のための総合拠点として、研究者・技術者、学校教員、ボランティア、
内外の科学館、メディア等との連携による科学技術と社会との双方向の
コミュニケーションの充実に資する交流促進活動を推進。

５．日本科学未来館
サイエンスキャンプサイエンス・ワン

ダー・ワールド

４．ＪＳＴ主催の体験機会の提供

ＪＳＴ科学技術講話


